
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０１１年１０月９日              NO,２７４ 

 

 老神の名主だった山口六郎右 

衛門は、沼田城主真田伊賀守信 

澄の重税によって苦しめられて 

いた農民を救うため、月夜野の 

杉木茂左衛門が直訴し、天和元 

年（１６８１）真田氏が改易さ 

れてからも、税が軽くならなか 

ったことから、大原の青木半左 

衛門と利根郡・吾妻郡の農民の 

連名で天和３年（１６８３）に 

上訴をおこないました。 

 これにより検知（貞享検知） 

がおこなわれ、税は軽くなりましたが、六郎右衛門は、強訴の

罪で死罪となり、地元の

人たちが首と遺品の払

い下げを受け、現地に埋

葬しました。 

                  武尊神社には、沼田顕

泰が老神の湯にきた時、

曲輪御前と発知薩摩守

の病気平癒を祈願した

と伝えられています。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
政
府
・
与
党
が
９
月
２８
日
、「
復
興
増
税
」
案
で
合
意
し
ま
し
た
が
、
国
有
財
産
の
売

却
な
ど
増
税
以
外
の
財
源
を
め
ぐ
る
政
府
・
与
党
の
動
き
は
迷
走
し
、
い
っ
た
い
ど
れ
だ
け
の
財
源
を
つ

く
れ
る
の
か
さ
え
明
確
に
で
き
て
い
な
い
の
に
、
国
民
へ
の
増
税
だ
け
は
決
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

「
復
興
増
税
」
案
に
よ
る
と
所
得
税
に
１０
年
間
、
税
額
の
４
％
の
付
加
税
を
課
し
、
個
人
住
民
税
の

均
等
割
を
５
年
間
、
年
５
０
０
円
引
き
上
げ
、
さ
ら
に
、
た
ば
こ
税
の
引
き
上
げ
や
所
得
控
除
の
見
直
し

を
お
こ
な
い
、
今
年
度
と
比
べ
て
個
人
へ
の
増
税
額
は
合
わ
せ
て
９
兆
円
に
な
り
ま
す
。 

 

法
人
税
は
、
来
年
度
か
ら
税
率
を
４
・
５
％
引
き
下
げ
、
そ
の
上
で
、
３
年
間
は
税
額
の
１０
％
の
付

加
税
を
課
す
と
し
て
い
ま
す
が
、
大
企
業
向
け
の
法
人
税
は
今
年
度
と
比
べ
る
と
、
２
％
の
「
減
税
」
と 

 
 

 
 

 
 

 

な
り
、
３
年
が
過
ぎ
れ
ば
税
率
４
・
５
％
の
恒
久
減
税
だ
け
が
残
り
ま
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
企
業
へ
の
減
税
と
証
券
優
遇
税
制
の
延
長
を
中
止
す
る
だ
け
で
年
間
１
・
７
兆
円 

 
 

 
 

 
 

 

の
財
源
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
、
庶
民
増
税
は
必
要
な
く
な
り
ま
す
。 

 白沢町の望郷の湯で２日、「白沢りんご ぶどう祭り」 

          がおこなわれ、りんごの皮むき競 

争やりんごの重さ当てクイズなど 

がおこなわれました。 

 ９日には、農産物直売所の「お 

客様感謝祭」がおこなわれます。 

 介護予防のまちづくりイベントが２日、保健福祉セン

ターでおこなわれました。 

 筋トレ活動の発表や介護予 

防落語、音楽療法士の指導で 

歌をうたったり、元気で老後 

をすごす方法や、認知症予防 

カレーの試食もありました。 

 ９月定例市議会の決算審査特別委員会で、（仮称）利南運動広場について

大東議員は、多額の税金を投入して活用されていない状況について、市民

が気軽に活用できるよう求めました。 

 担当課長は、「教育部と市長部局で活用 

について、検討に入ったが、結論には至 

らなかった」と答え、教育部と市長部局 

で検討する考えが示されました。 

 野球場とテニスコートの建設が予定さ 

れていますが、建設の予定がたたないな 

ら、何らかの活用をはかるべきです。 

 昨年９月で廃止された乗り合いタクシーの奈良・秋塚線と宇楚井・原線

のバス運行が年内には開始され、佐山線と迦葉山線の運行ルートの変更も

おこなわれます。 

 奈良・秋塚線と宇楚井・原線のバス運行は、１０月から実施することを

めざしていましたが、東日本大震災の影響で車両の確保が大幅におくれて

しまい、車両が確保でき次第運行をはじめる予定です。 

 奈良・秋塚線と宇楚井・原線は、利根中央病院、角田外科、沼田病院、

沼田クリニックを経由し沼田駅まで運行される予定です。 


